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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・公共事業予算が減少し、効率的な事業執行が必要。 ・事業の重点化やコスト縮減など、効率的な事業執行を図
る。
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900千人

達成状況
の分析

１　都市公園の再整備を実施した結果、公園利用者数は昨年度と比較して約32万人増加した。
２　公園施設の長寿命化対策を実施した結果、管理上の瑕疵に起因する事故件数は０件であった。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性
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1,424,0152,395,334

職員数（人）

うち一般財源 869,181 867,876

945千人↗
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・公園施設の老朽化が進行し、計画的な更新が必要。 ・公園施設長寿命化計画に基づき、公園施設の計画的な更
新を図る。

成果指標
設定理由

１　都市公園の再整備が公園の魅力向上や賑わい創出につながり、利用者数に反映されるため。
２　公園施設の長寿命化対策が事故防止につながるため。

合計（A) 2,701,868

総合的に展開する
重点政策

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造

H29年度

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
○県営都市公園（６公園）の管理については、民間の活力を活用しつつ、利用者のサービス向上を図るため指定
管理者制度により実施。
○「長野県公園施設長寿命化計画（平成25年度策定）」に基づき、更新等に係るコスト縮減や平準化を図りつ
つ、公園施設の安全性と機能を確保。
○都市公園の再整備等にあたっては、国庫補助採択基準に合致する一定規模以上の事業について国の交付金等を
活用。
【目指す姿】
○県営都市公園を適切に管理し、健全な状態に改修・改善することで、スポーツ、レクリエーション、文化活
動、自然とのふれあい及び癒やしの場などを形成する。
【実施内容】
○指定管理者による公園管理、都市公園の再整備、公園施設の長寿命化対策

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

・公園管理の負担軽減等を図るため、公園のオープン化が必要。 ・公園施設の整備や維持管理費の低減、利用者サービスの
向上を図るため、公園のオープン化を推進する。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

toshi-machi@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 11 07 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 都市公園事業費
部局 建設部

実施期間 S41

都市・まちづくり課

2,142,815

313,788前年度繰越

予
算
額

現計予算 1,957,933

2,456,603

達成

達成

743,935
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］
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公園利用者数

3

2
管理上の瑕疵に起因す
る事故件数

目標値H30年度 R１年度

1,267千人↗

0件→

松本平広域公園（ワイルドフラワー園）

若里公園（スーパートレイン）松本平広域公園（里の水景）

✓ 指定管理者による公園管理

・民間の活力を活用し、利用者のサービスの向上を図る。

・６公園（松本平広域公園、烏川渓谷緑地、風越公園、飯田運動公園、南信

州広域公園、若里公園）で実施。

✓ 都市公園の再整備

・都市公園の魅力向上や賑わい創出を図る。

・２公園（松本平広域公園、烏川渓谷緑地）で実施。

✓ 公園施設の長寿命化

・公園施設長寿命化計画に基づき、施設の長寿命化を図る。

・３公園（松本平広域公園、飯田運動公園、若里公園）で実

施。
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